
「西阿木名中学校のハマヤキトーシ伝承活動の取組」 

１．学校名 天城町立西阿木名中学校 

２．学年・人数 ３年生 ３人 

３．日時・場所 

⑴ 練習の日時・場所 

  令和６年８月１日，８月19日，８月22日 西阿木名地区振興センター 

⑵ 発表の日時・場所 

  令和６年８月25日 徳之島民謡大会 天城町防災センター 

４．伝承・活用に

取り組んでいる

郷土芸能，伝統

行事，伝統工芸

品について 

 

⑴ 名 称 

天城町指定無形民俗文化財 ハマヤキトーシ（はまやきとーし） 

⑵ 由 来 

正月３日に開催される集落の「合同歳の祝い」でのみ披露される伝統芸

能である。 

⑶ 構成等 

秋利神の海へ注ぎ込む地域を流れる川「河敷川（コウスクガワ）」に住ん

でいるコウスクタナガ（特大テナガエビ）が，伊勢エビになりたくて海に

下りて行ったが，伊勢エビになることは出来ず，元のコウスクガワに戻っ

て行ったという話を面白おかしく演じる狂言のようなものである。 

５．文化財伝承・

活用の取組にお

いて地域との連

携や工夫した点

等 

 長年に渡り，学校においては地域の民謡保存会から指導を受け，継承活動

を続けてきた。その取組は多岐にわたり，学校行事のみならず集落行事や徳

之島以外でのイベント等にも出演し，披露する機会を得てきた。 

 「ハマヤキトーシ」は，集落の本番の舞台では大人二人で演じているが，

子どもたちへの継承活動としては，漁師役一人とエビ役二人の三人で演じさ

せている。エビ役の島口の台詞を繰り返し唱えさせることで，演じ手にも観

客にも理解しやすいように工夫している。 

６．取組の様子 

（練習状況，発

表の場等） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７．感想・意見 

 

（参加児童生

徒・保護者・

保存会・教員

等） 

【生徒】 

・ 初めての体験で最初は恥ずかしかったけど，練習するにつれ楽しくなっ

てきた。 

・ これからも西阿木名の伝統芸能を大切にしていきたいと思った。 

・ 伝統芸能は私たち若い世代が受け継いでいくべきだと思う。だからこそ

この恵まれた環境にある小中学生は伝統芸能の練習を頑張ってほしい。 

 

 

徳之島民謡大会で披露 地区振興センターでの練習風景 

〔文化財伝承等の取組事例〕 


